うっかりしていたマージド
１

待ちに待ったラマダーンがやってきました。マージドは小学生になってから、がんばってサフールに起きて、ごはんを食べています。そして、アスルまで断食をがんばっているのです。お休みの日には、マグリブまで　おみずもごはんも我慢しています。アッラーに喜んでもらいたいからです。そして、アッラーからのごほうびがたくさんほしいからです。

２

　でもラマダーンがはじまってから二日目、まちがって学校で、お水を飲んでしまいました。わざとじゃありません。サウムをしていることを忘れていたのです。マージドは泣きました。とってもがっかりしたのです。でも、ちょうど六年生のお兄さんがとおりかかりました。
「わざとじゃなくて、うっかりだったら大丈夫だよ。アッラーフはアルバスィール。アッラーはいつも見ていてくれて、わざとか、わざとじゃないか、ちゃんと分かってくれてるからね。だから、そのままサウムを続けたらいいんだ。気づいたとき、口に残っているものがあったら出さないといけないよ。でも、もう飲み込んじゃったぶんは大丈夫」と教えてくれました。アルハムドゥリッラー。

３
何日かたって、お休みの日。「遊んで遊んでお腹がすいているのを忘れよう！」マージドはそう思い立ったので公園で遊びました。公園にはお友達も遊びにきていて、サッカーをして楽しく過ごしましたアルハムドゥリッラー。そして、おうちに帰ってきました。「アッサラームアライクムただいま～」「ワアライクムッサラームおかえり。お母さん、洗濯物取り込むから、お庭に出るね」お母さんはお庭に出ました。マージドは部屋にひとり。

４

すると、お母さんの焼いてくれたクッキーが目に入りました。「わあ！おいしそう！ビスミッラー」マージドはサウムをしていたのを忘れて、
５

　クッキーを口に放り込みました。「わわわ！また忘れてた・・・！」そのときマージドは思い出しました。気づいたときに、口から出せば大丈夫、ということを。でも、クッキーがあまりにおいしかったので・・・そのままもぐもぐと味わって、飲み込んでしまったのです。
６

「どうしよう・・・食べちゃった・・・」マージドは胸が苦しくなってきました。そしてお兄さんの言葉を思い出しました。「アッラーフはアルバスィール。アッラーはいつも見ていてくれて、わざとか、わざとじゃないか、ちゃんと分かってくれてるからね。」マージドはソファに倒れこんでしまいました。
　

７
　クッキーがひとつ減っていること、お母さんがまったく気づかない間に、その日のイフタールがやってきました。マージドは元気がありません。おなかはすいているのに、のどもかわいているのに、大好きなクッキーも、チキンナゲットも、オレンジジュースも、ぜんぜんほしくないのです。

「マージド、大丈夫？顔色が悪いわ。元気がないみたい」

８
マージドは泣き出しました。

「今日、ぼく、まちがってクッキー食べたんだ。わざとじゃなかったんだ。でも、口にいれたときにすぐ気づいてたのに、そのままたべちゃったんだ。でもアッラーはぜんぶ見てた。ぼく、ぼく・・・わあー！(泣く)」

「まあ、そうだったの・・・。でもちゃんと反省して、アスタグフィルッラー、アッラーゆるしてくださいってドゥアーしたらいいのよ。そして、二度と同じことをしないように、がんばること。アッラーは、とてもおやさしくて、ゆるしてくださるお方だから、きっと大丈夫。それに、今の子どものうちは練習だから。大人になってわざと食べちゃったら、あとで埋め合わせのサウムを２ヶ月することになるから気をつけてね」
「うん」
９
「それにしても！クッキー食べちゃった後に、マージドが、アッラーはぜんぶ見てた、ってこと、思い出せたこと、本当にすばらしいわ。マーシャーアッラー。
アッラーは見てるっていう気持ちを育ててくれるのが、サウムなの。
礼拝はほかの人に見られることがあるし、サダカをあげるときも、ハッジするときも、ほかの人に知られるじゃない？でもサウムだけは、本当にサウムしているかはアッラーとその人にしか分からないことなの。のどがかわいたような顔をして「今日のサウムは暑くて大変だったね」って言ったって、その人がウドゥーするふりをしてお水をのんでいても、ほかの人にはわからないじゃない。でもアッラーが見てるから、そんなことしない。」

１０
「今日はクッキーを我慢できなかったかもしれないけど、アッラーにドゥアーして、アッラーの前で、サウムをやりきって、かっこいいところ見せられるようにがんばろう！インシャーアッラー。アッラーはマージドの心と、やること、しっかり見てくれているからね！」
「うん！わかった！」

(おしまい)
★ポイント
アッラーは見てる！サウムは、その気持ちを育ててくれます。
ラマダーン中のサウムをがんばりましょう！
アッラーは私たちのこと大好きだよ～という気持ちで見守ってくれています。
